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今
年
５
月
に
平
成
か
ら
新
し
い
元
号
に
変
わ
る
。「
平
和
の

達
成
」と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
た
時
代
を
締
め
く
く
る
意
味

で
も
、
歴
代
最
長
在
職
日
数
を
視
野
に
入
れ
た
安
倍
首
相
に
よ

る
安
定
し
た
政
権
運
営
が
期
待
で
き
る
こ
と
は
歓
迎
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
歴
史
に
名
を
残
す
名
宰
相
と
し
て

こ
れ
ま
で
以
上
に
大
胆
な
政
策
、
思
い
切
っ
た
改
革
に
よ
っ
て

山
積
す
る
課
題
の
解
決
に
道
筋
を
つ
け
、
新
し
い
時
代
が
前
途

あ
る
幕
開
け
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
。

な
か
で
も
デ
フ
レ
脱
却
と
並
ん
で
重
要
な
課
題
は
財
政
再

建
・
社
会
保
障
改
革
で
あ
る
。
10
月
に
予
定
さ
れ
る
消
費
税
率

引
き
上
げ
は
そ
の
一
歩
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
一
方
で
景
気

の
回
復
が
途
切
れ
る
と
デ
フ
レ
脱
却
が
遠
の
く
た
め
増
税
に
よ

る
悪
影
響
の
緩
和
は
不
可
欠
だ
ろ
う
。
た
だ
、
過
度
に
歳
出
を

増
や
せ
ば
財
政
健
全
化
は
遅
れ
、
増
税
の
本
来
の
目
的
で
あ
る

将
来
世
代
の
負
担
軽
減
は
か
な
わ
な
い
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
に
は

細
心
の
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
消
費
税
の
軽
減
税

率
導
入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
食
料
品
と
外
食
の
区
別
な
ど

対
象
を
巡
る
混
乱
や
シ
ス
テ
ム
対
応
な
ど
の
負
担
が
懸
念
さ
れ

る
。
政
府
に
定
義
の
明
確
化
や
負
担
軽
減
策
の
整
備
と
周
知
を

求
め
る
と
共
に
、
我
々
事
業
者
と
し
て
も
情
報
収
集
や
支
援
策

の
活
用
を
含
め
た
対
応
を
進
め
た
い
。

事
業
の
次
世
代
へ
の
承
継
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
昨
年
、

事
業
承
継
税
制
が
改
正
さ
れ
、
利
用
で
き
る
範
囲
が
拡
大
、
条

件
も
緩
和
さ
れ
格
段
に
使
い
や
す
く
な
っ
た
。
事
業
経
営
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
Ｉ
Ｔ
技
術
の
加
速
度
的

な
進
化
に
よ
っ
て
急
速
に
複
雑
化
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
環

境
変
化
も
相
ま
っ
て
、
本
制
度
改
正
は
次
世
代
へ
の
承
継
を
促

す
契
機
と
な
り
、
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
有
効
な
ツ
ー
ル
と
も

な
ろ
う
。

法
人
会
で
は
、
今
後
も
税
制
面
を
中
心
に
事
業
環
境
の
変
化

に
即
し
た
情
報
発
信
や
提
言
を
積
極
的
に
行
い
、
新
時
代
を
迎

え
る
日
本
を
支
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

 

一
般
社
団
法
人
東
京
法
人
会
連
合
会　

会　

長　

小

林

栄

三

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

  

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
輝
か
し
き
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

  

さ
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
に
あ
た
り
、
全
法

連
の
季
刊
誌
で
年
頭
寸
言
を
ご
覧
に
な
っ
た
皆
様

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
同
文
を
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
年
も
、
法
人
会
活
動
に
対
し
て
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
企

業
の
皆
様
の
ご
隆
盛
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

「
新
し
い
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
」

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年

頭

寸

言

小林会長
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自分のカラダと “がん ” のこと、ちょっとだけ考えてみませんか？

平
成
30
年
度
第
３
回
東
法
連
理
事
会

が
12
月
７
日
、
全
法
連
会
館
で
開
催
さ

れ
、
東
法
連
の
平
成
30
年
度
中
間
決
算

（
４
月
１
日
～
９
月
30
日
）、
業
務
執

行
理
事
の
職
務
執
行
状
況
に
つ
い
て
、

い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、「
ふ

や
そ
う
２
万
社

Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の

推
進
状
況
、
税

を
考
え
る
週
間

行
事
の
実
施
結

果
、
地
球
温
暖

化
対
策
報
告
書

の
提
出
状
況
な

ど
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。

中
間
決
算
は
ほ
ぼ
予
算
通
り
に
執
行

東
法
連
の
中
間
決
算
は
、
ほ
ぼ
予
算

通
り
に
執
行
さ
れ
て
お
り
、
前
年
度
同

月
時
点
と
同
様
の
執
行
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
経
常
収

益
は
前
年
度
の
１

５
２
百
万
円
に
対

し
て
１
５
３
百
万

円
、
経
常
費
用
は

前
年
度
の
１
４
７
百
万
円
に
対
し
て
１

４
５
百
万
円
で
あ
り
、
正
味
財
産
残
高

は
、
前
年
度
の
３
２
１
百
万
円
に
対
し

て
３
２
０
百
万
円
で
あ
る
旨
の
報
告
が

あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
中
間
決
算
に
つ

い
て
は
、
11
月
28
日
に
東
法
連
監
事
に

よ
る
監
査
を
受
け
て
い
る
。

「
ふ
や
そ
う
２
万
社
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」２
年
通
算
進
捗
率
は
62・３
％

「
ふ
や
そ
う
２
万
社
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
東
法
連
の
推
進
状
況
で

は
、
平
成
30
年
度
目
標
に
対
し
、
10
月

末
現
在
47
・
９
％
、
平
成
29
年
度
・
30

年
度
の
通
算
目
標
に
対
し
て
は
、
62
・

３
％
の
進
捗
率
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ

っ
た
。

協
賛
講
演
会　
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京
租
税

教
育
な
ど
税
を
考
え
る
週
間
行
事
を
報
告

税
を
考
え
る
週
間
行
事
の
実
施
結
果

で
は
、
野
村
資
産
承
継
研
究
所
理
事
長

品
川
芳
宣
氏
に
よ
る
協
賛
講
演
会
、
キ

ッ
ザ
ニ
ア
東
京
に
お
け
る
租
税
教
育
活

動
、
山
手
線
一
周
税
務
広
報
活
動
、
Ｊ

Ｒ
線
車
内
ま
ど

上
広
告
な
ど
が

報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
キ
ッ
ザ

ニ
ア
東
京
で
の

租
税
教
育
に
つ

い
て
は
、
約
６

８
０
０
人
の
来

場
者
が
あ
り
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
、
朝

日
新
聞
な
ど
、

多
く
の
マ
ス
コ

ミ
で
取
り
上
げ

ら
れ
た
こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
た
。

そ
の
ほ
か
、
第
32
回
法
人
会
全
国
青

年
の
集
い
（
岐
阜
大
会
）
に
お
け
る
租

税
教
育
活
動
事
例
発
表
に
つ
い
て
は
、

東
法
連
代
表
と
し
て
町
田
法
人
会
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
、「
ま
ち
だ
ス
タ
イ
ル
・

『
新
・
か
ね
し
ば
い
』
出
前
型
・
イ
ベ

ン
ト
型
・
授
業
型
」
を
テ
ー
マ
に
発
表

を
行
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
地
球
温
暖
化
対
策
報
告
書
の

提
出
状
況
に
つ
い
て
は
11
月
15
日
現

在
、
事
務
局
と
会
員
合
わ
せ
て
８
２
７

件
（
前
年
同
時
期
７
９
５
件
）
で
あ
る

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

東
法
連
で
は
、
２
月
18
日

か
ら
始
ま
る
確
定
申
告
期
に

都
営
地
下
鉄
線
で
法
人
会
と

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
車

内
広
告
を
実
施
す

る
。掲

示
期
間
は
２

月
１
日
か
ら
２
月

28
日
の
１
ヶ
月
間

で
、
都
営
地
下
鉄

浅
草
線
、
三
田

線
、
新
宿
線
の
ド

ア
横
、
大
江
戸
線

の
ま
ど
上
に

法
人
会
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示

す
る
。

東
法
連
の
中
間
決
算
承
認

税
を
考
え
る
週
間
行
事
な
ど
を
報
告

東
法
連
理
事
会

確定申告期に法人会とｅ−ＴａｘをＰＲ
都営地下鉄線車内広告を実施

あいさつする小林栄三会長

中間決算等を審議する理事会

都営地下鉄線ドア横ポスター

都営地下鉄車内広告
⑴ 期　　間 平成３１年２月１日（金）～２月２８日（木）

１ヶ月
⑵ 路　　線 浅草線、三田線、新宿線、大江戸線
⑶ 掲示場所 浅草線、三田線、新宿線（車両内ドア横）

大江戸線（車両内まど上）
⑷ 車 両 数 １，１３２両（１両１枚）
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東
法
連
は
12
月
11
日
、
ベ
ル
サ
ー
ル

飯
田
橋
駅
前
で
第
５
回
調
査
部
所
管
法

人
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー

は
第
１
、
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
の
一
部
の
単

位
会
と
第
５
、
６
ブ
ロ
ッ
ク
の
単
位
会

計
25
会
と
の
共
催
で
、
対
象
は
同
法
人

会
の
管
轄
地
域
内
に
所
在
す
る
国
税
局

調
査
部
所
管
法
人
（
原
則
と
し
て
資
本

金
額
が
１
億
円
以
上
の
法
人
）
で
あ

る
。
な
お
、
３
ブ
ロ
ッ
ク
４
ブ
ロ
ッ
ク

に
つ
い
て
は
同
内
容
の
セ
ミ
ナ
ー
を
２

月
に
開
催
す
る
。
当
日
は
、
２
０
０
社

の
法
人
か
ら
経
理
担
当
者
な
ど
３
０
０

名
が
参
加
し
た
。

経
済
や
財
政
の
推
移
と

税
務
当
局
の
対
応
な
ど
を
解
説

第
一
部
で
は
、

東
京
国
税
局
調

査
第
一
部
長
の

佐
藤
伸
樹
氏
が

「
税
務
行
政
の

現
状
と
課
題
～
経
済
・
社
会
の
構
造
変

化
を
踏
ま
え
て
」
と
題
し
、
過
去
か
ら

現
在
ま
で
の
経
済

や
財
政
の
推
移
と

と
も
に
、
そ
れ
ら

に
対
す
る
税
務
当

局
の
対
応
や
、

申
告
書
の
自

主
点
検
と
税

務
上
の
自
主

監
査
な
ど
税

務
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の

維
持
・
向
上

に
向
け
た
取

り
組
み
を
解

説
し
た
。

第
二
部
で

は
、
東
京
国

税
局
課
税
第

二
部
消
費
税

課
実
務
指
導

専
門
官
の
太
田
彰
典
氏
が
「
消
費
税
の

軽
減
税
率
」
に
つ
い
て
、
同
局
調
査
第

一
部
調
査
開
発
課
情
報
技
術
専
門
官
の

出
口
毅
氏
が
「
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
義
務
化
制

度
」
に
つ
い
て
、
同
調
査
第
一
部
国
際

情
報
第
一
課
課
長
補
佐
の
西
坂
彰
弘
氏

が
「
移
転
価
格
税
制
の
執
行
」
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後

名
刺
交
換
会
を
開
催

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
東
法
連
と
単
位

会
が
協
力
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
調

査
部
所
管
法
人
と
の
接
触
を
増
や
す
と

と
も
に
、
国
税
庁
が
推
進
す
る
「
税
務

に
関
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
充
実
」
を
周
知
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
非
会
員
も
対
象
と

す
る
こ
と
か
ら
会
員
増
強
に
も
役
立
つ

も
の
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
セ
ミ
ナ

ー
終
了
後
に
は
講
師
及
び
国
税
当
局
の

担
当
者
も
交
え
、
参
加
者
30
数
名
と
の

名
刺
交
換
会
が
行
わ
れ
た
。

　

東
法
連
で
は
、「
税
制
講
演
会
」を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。一
般（
非

会
員
）の
方
の
参
加
も
可
能
と
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
時	

平
成
31
年
３
月
６
日（
水
）午
後
２
時
30
分
～
４
時

場　
所	

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル 	

南
館
４
階「
扇
」

新
宿
区
西
新
宿
２

－

２

－

１

Ｊ
Ｒ
・
京
王
線
・
小
田
急
線
・
地
下
鉄「
新
宿
駅
」西
口
よ
り
徒
歩
5
分

都
営
大
江
戸
線「
都
庁
前
駅
」よ
り
徒
歩
1
分

	

テ
ー
マ	

「
～
知
ら
な
か
っ
た
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
～
軽
減
税
率
を
考
え
る
」

講　
師	

東
京
大
学
大
学
院 

法
学
政
治
学
研
究
科
教
授

	

加
藤　

淳
子 

氏

定　
員	
２
０
０
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

参
加
費	
無　

料

　

参
加
の
お
申
込
み
は

　

東
京
法
人
会
連
合
会
事
務
局（
℡ 

０
３

－

３
３
５
７

－

０
７
７
１
）ま
で

本
誌
12
月
号
記
事
訂
正

３
ペ
ー
ジ
２
段
９
行
目
に「
古
田
肇

岐
阜
県
知
事
」と
あ
り
ま
す
が
、
正
し

く
は
、「
河
合
孝
憲
岐
阜
県
副
知
事
」

で
す
。
以
上
の
よ
う
に
訂
正
し
、
謹
ん

で
お
詫
び
し
申
し
上
げ
ま
す
。

大
法
人
を
対
象
に

調
査
部
所
管
法
人
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

「
税
制
講
演
会
」の
ご
案
内

講演を熱心に聞き入る参加者

講演する佐藤伸樹氏
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自分のカラダと “がん ” のこと、ちょっとだけ考えてみませんか？

平成30年分確定申告期における税務署等の閉庁日対応の実施について
東京国税局管内の税務署等では、平成30年分確定申告期においても、次のとおり閉庁日対応
を行います。
○閉庁日対応を行う税務署等

○閉庁日対応を実施する日　平成31年2月24日（日）及び3月3日（日）
○対応業務　確定申告書用紙の配付、申告相談、確定申告書の収受及び納付相談
※ 下線部は、税務署庁舎外の申告書作成会場で閉庁日対応を行う税務署です。
※ 荏原、大森、雪谷、荒川、練馬西、西新井、江戸川南、青梅及び下線部分の税務署の庁舎では執務は行いません。
※ 詳しくは、お近くの税務署にお問い合わせください。

【東 京 都】	 杉並、荻窪、豊島、板橋、葛飾、八王子、武蔵野、武蔵府中、町田、日野及び東村山税務署
	 次の税務署においては各合同会場で実施します。
	 合同会場（対象署：麹町、神田、日本橋、京橋、芝、麻布、小石川、本郷、

東京上野、浅草、本所、向島、江東西及び江東東税務署
	 合同会場（対象署：品川及び荏原税務署）
	 合同会場（対象署：四谷、新宿及び中野税務署）
	 合同会場（対象署：目黒、世田谷、北沢、玉川及び渋谷税務署）
	 合同会場（対象署：大森、雪谷及び蒲田税務署）
	 合同会場（対象署：王子及び荒川税務署）
	 合同会場（対象署：練馬東及び練馬西税務署）
	 合同会場（対象署：足立及び西新井税務署）
	 合同会場（対象署：江戸川北及び江戸川南税務署）
	 合同会場（対象署：立川及び青梅税務署）


